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天
雲
の
そ
こ
ひ
に
こ
も
る
雷カ

ミ

が
音オ

ト

四
方
に
響ト

ヨ

み
て
、
國
は
榮
え
ぬ

（「
遠
や
ま
ひ
こ
」）

釈　

迢
空

「
紀
元
節
、大
倭
を
懷
ひ
て
詠
め
る
」

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
最
大
手
の
す

か
い
ら
ー
く
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
１

月
、
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
続
け
て
き
た
24

時
間
営
業
を
、
４
月
ま
で
に
国
内
全
店
で

と
り
や
め
る
と
発
表
し
た
。
働
き
方
改
革

が
叫
ば
れ
る
中
、
こ
の
話
題
に
は
肯
定
的

な
意
見
が
目
立
つ
一
方
、
惜
し
む
声
も
。

部
活
動
の
帰
り
道
や
試
験
勉
強
に
遅
く
ま

で
利
用
し
た
と
い
う
読
者
も
少
な
く
な
い

こ
と
だ
ろ
う
▼
脱
・
24
時
間
営
業
の
動
き

は
、
全
国
に
５
万
以
上
の
店
舗
が
あ
る
コ

ン
ビ
ニ
業
界
で
も
。
経
済
産
業
省
の
有
識

者
会
議
は
、
人
手
不
足
な
ど
が
社
会
問
題

化
し
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
24
時
間
営
業
や
休
日
を
地
域
性
や
経

営
環
境
に
応
じ
て
柔
軟
に
見
直
す
こ
と
な

ど
を
報
告
書
に
ま
と
め
た
▼
国
内
に
コ
ン

ビ
ニ
が
生
ま
れ
て
40
年
あ
ま
り
。
い
つ
で

も
食
料
品
や
日
用
雑
貨
が
手
に
入
る
場
だ

っ
た
コ
ン
ビ
ニ
は
、
顧
客
の
期
待
以
上
に

多
岐
に
わ
た
る
機
能
を
兼
ね
備
え
て
成
長

を
続
け
て
き
た
▼
宅
配
便
の
発
送
や
受
け

取
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
現
金
の
引
き
出
し
、

公
共
料
金
な
ど
の
収
納
代
行
、
住
民
票
の

発
行
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
代
行
ま
で

も
。
近
年
は
、
防
犯
、
防
災
面
で
の
社
会

的
な
役
割
が
期
待
さ
れ
る
▼
労
働
人
口
が

減
り
、
働
き
方
が
見
直
さ
れ
る
一
方
、
利

用
者
は
全
国
一
律
に
い
つ
で
も
享
受
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
に
期
待
し
続
け
て
い
る
。
固

定
化
さ
れ
た
「
当
然
の
便
利
さ
」
と
い
う

夢
想
を
改
め
る
大
き
な
転
換
点
に
立
た
さ

れ
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
▼
今
年

７
月
に
は
、
す
べ
て
の
小
売
店
で
買
い
物

を
す
る
際
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
レ
ジ
袋
が

有
料
化
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も
生
活
の
中
の

当
た
り
前
が
大
き
く
変
わ
り
そ
う
だ
。

　

国
学
院
大
学
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

１
月
11
日
、「
令
和
」
に
な
っ
て
初

め
て
執
り
行
わ
れ
た
成
人
加
冠
式
。

主
催
の
神
道
文
化
学
部
な
ど
各
学
部

の
新
成
人
学
生
を
代
表
す
る
男
女
各

25
人
が
参
列
し
、
男
子
学
生
は
衣
冠

や
狩
衣
、
女
子
学
生
は
正
服
な
ど
普

段
は
着
る
機
会
の
な
い
華
や
か
な
衣

装
を
身
に
ま
と
い
、
新
成
人
と
し
て

の
決
意
を
新
た
に
し
た
。

　

加
冠
式
の
開
催
は
今
年
で
13
回

目
。
新
成
人
は
院
友
神
職
会
東
京
都

支
部
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
装
束
を
着
用

し
た
。

　

式
典
で
は
、
初
め
に
「
加
冠
の

儀
」
が
１
２
０
周
年
記
念
２
号
館
祭

式
教
室
で
行
わ
れ
、
加
冠
役
を
務
め

た
茂
木
貞
純
神
道
文
化
学
部
教
授
ら

４
人
の
教
員
か
ら
、
男
子
学
生
に
は

冠
や
烏
帽
子
、
女
子
学
生
に
は
釵さ

い

子し

や
額ぬ

か

当あ
て

が
一
人
一
人
の
頭
上
に
授
け

ら
れ
た
。

　

西
岡
和
彦
神
道
文
化
学
部
長
・
教

授
が
祝
辞
を
述
べ
る
と
、新
成
人
代

表
の
小
林
ま
り
ん
さ
ん（
神
文
２
）が

「
令
和
最
初
の
新
成
人
と
し
て
、日
本

の
心
と
文
化
を
次
世
代
に
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
立
場
で
す
。

未
熟
な
私
た
ち
で
す
が
、こ
れ
ま
で

お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
恩
返
し
が

で
き
る
よ
う
、こ
の
素
晴
ら
し
い
学

び
舎
で
友
人
た
ち
と
切
磋
琢
磨
し
、

夢
や
目
標
に
向
か
い
進
ん
で
い
き
ま

す
。自
分
自
身
の
行
動
に
責
任
を
持

ち
、未
来
へ
躍
進
し
て
い
く
こ
と
を

誓
い
ま
す
」と
答
辞
を
返
し
た
。

　

続
い
て
神
殿
に
移
動
し
、「
大
学

神
殿
奉
告
の
儀
」
が
行
わ
れ
、
祭
員

に
よ
る
修
祓
の
後
、
セ
レ
ス
ト
・
ハ

ル
ト
さ
ん
（
神
文
２
）
が
誓
詞
を
奏

上
し
、
全
員
で
拝
礼
し
た
。

　

そ
の
後
、
祭
式
教
室
に
戻
り
、
学

生
有
志
が
神
楽
舞
「
浦
安
の
舞
」
を

披
露
し
て
新
成
人
を
祝
福
す
る
「
祝

賀
の
儀
」
が
行
わ
れ
た
。

【
２
面
に
関
連
記
事
】

﨑

【
４
、
５
面
に
関
連
記
事
】
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「ふるさと」を守る祈り

成人加冠式決意新たに「未来へ躍進」
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人
間
開
発
学
部
学
部
長
賞
に
13
人 教職員人事

採用
◎大学事務局◇総務部総務課嘱託▽厚海正嗣
 以上、令和２年１月１日付

一般入試　A日程入試
３日間で約１万４千人が受験

　国学院大学の一般入学試験の志願者は１月
24日現在、２万1000人を超えた。２月２日
から４日まで実施されたＡ日程入学試験に
は、昨年度より600人余り少ない１万3862人
が出願。入学試験は本学会場（渋谷・たまプ
ラーザ）のほか地方８会場でも実施。感染が
拡大する新型のコロナウイルスの影響を受け
て、マスクを着用する受験生が例年以上に多
く見られたが、大きなトラブルなく３日間の
試験を終えた＝写真。合格発表は２月14日。
　なお、本学の一般入学試験は、２月26日
にＢ日程入試が行われる。センター試験利用
型入試では、Ⅴ方式（Ⅱ期）の出願を３月３
日まで受け付ける。

復旦大学短期留学を中止
新型肺炎の影響を考慮
　国学院大学は１月28日、２月16日から３
月14日までの日程で実施する予定だった復
旦大学（中国・上海）での春期短期留学を中
止することを決めた。中国国内をはじめ世界
各国で感染が拡大する新型コロナウィルスの
影響を考慮したもので、参加予定だった17
人の学生には１月28日、国際交流課から通
知された。

税理士試験
合格者が飛躍を誓う

　令和元年度（第69回）税理士試験の結果
が、昨年12月に発表された。本学関係者で
は大学院修了生１人が難関を突破した。今年
度大学院修了予定者では、１人が所定の試験
に合格し、修士学位論文の審査などにより税
理士資格を得られる予定となった。
　１月25日には、多くの教員や卒業生、後
輩の大学院生が集まり、渋谷キャンパスで合
格者の祝賀会が開かれた。本学大学院経済学
研究科では、平成22年度にキャリアコース
を開設して以来、今年度までに30人以上の
税理士試験合格者を輩出している。
　合格者、合格候補者は「合格を家族が喜ん
でくれ、親孝行ができた」「ようやく税理士
としてのスタートラインに立てる。社会貢献
をして（学恩を）返していきたい」などと話
した＝写真。

経
済
学
会
懸
賞
論
文

最
優
秀
賞
に
中
国
さ
ん（
経
営
４
）

　

国
学
院
大
学
経
済
学
会
が
主
催
す

る
「
経
済
学
会
懸
賞
論
文
」
の
今
年

度
の
受
賞
者
が
決
定
し
、
１
月
22
日

に
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
懸
賞
論
文
は
、
経
済
・
経

営
・
会
計
な
ど
（
経
済
ネ
ッ
ト
各

コ
ー
ス
も
含
む
）
に
関
す
る
テ
ー

マ
の
下
、
経
済
学
部
生
を
対
象
に
昨

年
12
月
上
旬
に
募
集
を
行
っ
た
。
今

年
度
は
12
件
の
応
募
が
あ
り
、
経
済

学
部
全
教
員
に
よ
る
厳
正
な
審
査
の

も
と
、
最
優
秀
賞
１
本
、
優
秀
賞
２

本
、
佳
作
３
本
が
選
ば
れ
た
。

　

表
彰
式
で
は
、経
済
学
会
の
橋
元

秀
一会
長（
経
済
学
部
長
・
教
授
）が
、

今
年
４
月
に
経
済
学
部
が
経
済
学

科
、経
営
学
科
の
２
学
科
体
制
に
移
行

し
、４
年
間
の
学
修
の
中
で
卒
業
論
文

や
卒
業
レ
ポ
ー
ト
が
必
修
に
な
る
こ

と
に
触
れ
、「
懸
賞
論
文
の
中
で（
４
年

間
の
）学
び
を
形
に
し
て
成
果
を
生
み

出
し
て
く
れ
た
営
み
の
延
長
線
上
に

新
し
い
学
部
が
つ
く
ら
れ
る
。皆
さ
ん

の
成
果
が
方
向
性
の
大
切
さ
を
示
し

て
き
た
。皆
さ
ん
の
頑
張
り
に
敬
意

を
表
し
た
い
」と
挨
拶
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）。

最
優
秀
賞
＝
中
国
奏
人
（
経
営
４
）

「
福
祉
評
価
の
多
元
的
枠
組
み
―
潜

在
能
力
ア
プ
ロ
ー
チ
の
現
代
的
一
展

開
―
」

優
秀
賞
＝
小
林
な
な
み
（
経
４
）

「
非
財
務
情
報
が
企
業
価
値
向
上
に

与
え
る
影
響
〜
日
本
の
製
造
業
に
お

け
る
S
D
G
s
戦
略
〜
」
▽
芝
田

圭
汰
（
経
ネ
４
）「
日
本
に
お
け
る

ド
ロ
ー
ン
市
場
の
拡
大
と
、
農
業
分

野
で
の
普
及
課
題
」

佳
作
＝
及
川
浩
輝
（
経
４
）「
病
院

の
赤
字
要
因
の
考
察
〜
会
計
数
値
の

比
較
に
よ
る
赤
字
病
院
と
黒
字
病
院

の
相
違
〜
」
▽
坂
崎
瑞
穂
（
経
４
）

「
欧
州
通
貨
統
合
の
展
望
〜
ユ
ー
ロ

圏
の
非
対
称
性
と
地
域
格
差
を
乗
り

越
え
ら
れ
る
の
か
〜
」
▽
増
渕
公
志

（
経
営
４
）「
確
定
拠
出
型
企
業
年

金
が
財
務
諸
表
に
与
え
る
影
響
〜
リ

ス
ク
分
担
型
企
業
年
金
導
入
企
業
の

分
析
を
通
じ
て
〜
」

  

令
和
元
年
度
人
間
開
発
学
部
学
部
長

賞
の
受
賞
者
が
発
表
さ
れ
、
今
年
度
は

13
人
の
同
学
部
生
が
選
ば
れ
た
。

　

授
賞
式
は
１
月
15
日
、
た
ま
プ
ラ
ー

ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
＝
写
真
。

受
賞
者
は
成
田
信
子
人
間
開
発
学
部
長

・
教
授
（
副
学
長
）
か
ら
表
彰
状
と
副

賞
・
記
念
品
を
受
け
取
っ
た
。

　

同
賞
は
、
同
学
部
の
理
念
に
基
づ

き
、
優
れ
た
実
践
的
活
動
を
表
彰
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
23
年
度
に

設
置
さ
れ
た
。 

　

受
賞
者
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）。

◇
初
等
教
育
学
科
▼
４
年
：
中
西
貴
聖

▽
山
縣
直
大
▼
３
年
：
上
田
由
紀
子
▽

小
針
柚
香
▽
佐
々
木
汐
里
▽
紫
牟
田
萌

▽
鈴
木
祐
人
▽
長
井
友
花
▽
東
優
花
▼

２
年
：
山
本
未
由

◇
健
康
体
育
学
科
▼
３
年
：
宮
里
麻
佑

◇
子
ど
も
支
援
学
科
▼
３
年
：
平
野
愛

▼
２
年
：
竹
内
優
芽

　

「
冠
を
か
ぶ
っ
た
後
で
は
、

大
人
に
な
っ
た
と
い
う
実
感
が

あ
り
ま
す
」

　

国
学
院
大
学
渋
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
で
１
月
11
日
、
執
り
行
わ
れ

た
成
人
加
冠
式
で
誓
詞
を
読
み

上
げ
る
大
役
を
務
め
た
セ
レ
ス

ト
・
ハ
ル
ト
さ
ん
（
神
文
２
）

は
、
式
を
終
え
る
と
晴
れ
や
か

な
表
情
に
。
神
職
を
目
指
し
て

学
ん
で
お
り
、「
位
の
高
い
神

職
が
着
用
す
る
装
束
を
身
に
着

け
、
ご
神
前
で
誓
詞
奏
上
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
感
慨

に
浸
っ
て
い
た
。

　

式
典
で
答
辞
を
述
べ
終
え
た

小
林
ま
り
ん
さ
ん
（
神
文
２
）

は
「
自
分
が
き
ち
ん
と
し
た
大

人
に
な
っ
て
い
く
ん
だ
な
と
い

う
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
も
っ
と
大

人
と
し
て
責
任
と
自
覚
を
も
っ

て
生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
」
と
決
意
を
語
っ
た
。

　

「
祝
賀
の
儀
」
で
新
成
人
を

代
表
し
、
記
念
品
を
受
け
取
っ

た
矢
島
祥
多
さ
ん
（
神
文
２
）

は
「
冠
を
授
け
ら
れ
て
、
新
成

人
と
い
う
気
持
ち
が
一
層
感
じ

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
貴
重
な
機

会
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、
あ

り
が
た
く
思
い
ま
す
」
と
感
謝

し
、
式
典
を
見
守
っ
た
母
、
早

苗
さ
ん
は
「
特
別
な
緊
張
感
を

伴
っ
た
加
冠
式
を
迎
え
ら
れ

て
、
大
変
う
れ
し
く
、
感
動
し

ま
し
た
。
息
子
が
い
つ
も
よ
り

も
大
人
に
見
え
ま
し
た
」
と
目

を
細
め
た
。

　

受
付
係
を
務
め
た
山
口
茜
さ

ん（
神
文
４
）は
式
典
を
滞
り
な

く
終
え
、「
平
安
時
代
の
様
式
で

あ
る
成
人
加
冠
式
を
通
し
て
、

成
人
に
な
る
心
構
え
を
改
め
て

考
え
て
も
ら
え
る
機
会
に
し
た

い
と
思
い
な
が
ら
準
備
し
て
き

ま
し
た
。毎
年
、新
成
人
学
生

の
顔
は
輝
い
て
い
ま
す
。期
待

と
希
望
が
表
情
に
あ
ふ
れ
て
い

て
、い
い
で
す
ね
」と
話
し
た
。

「大人になった実感」
期待と希望を胸に成人加冠式

神殿で誓詞を奉上するセレスト・ハルトさん

新
成
人
の
女
子
学
生
に
は
釵
子
や
額
当
が
授
け
ら
れ
た

（
加
冠
役
は
ヘ
イ
ヴ
ン
ズ
・
ノ
ル
マ
ン
神
道
文
化
学
部
教
授
）
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折
口
信
夫
か
ら
国
文
学
の
薫
陶
を
受

け
大
正
11
年
に
卒
業
し
た
藤
野
岩
友

（
1
8
9
8
〜
1
9
8
4
）
は
、
漢
学

の
復
興
を
標
榜
し
て
創
建
さ
れ
た
大
東

文
化
学
院
高
等
科
の
第
１
期
生
と
し
て

３
年
の
修
養
を
重
ね
、
昭
和
２
年
に
修

了
し
た
。
藤
野
は
修
了
と
同
時
に
、
服

部
宇
之
吉
、
小
柳
司
気
太
ら
に
よ
っ
て

受
け
継
が
れ
た
国
学
院
漢
学
の
継
承
者

と
し
て
母
校
に
戻
っ
た
。
折
口
の
学
問

を
中
国
古
代
に
当
て
は
め
て
み
よ
う
と

す
る
試
み
は
、
中
国
古
代
文
学
を
広
い

視
野
の
も
と
に
置
き
、
そ
の
誕
生
の
来

源
か
ら
展
開
ま
で
を
追
求
し
よ
う
と
す

る
意
欲
的
な
研
究
で
あ
る
。

　

そ
の
学
風
は
、
原
典
の
一
字
を
も
ゆ

る
が
せ
に
し
な
い
着
実
な
訓く

ん

詁こ

と
そ
の

背
後
に
広
が
る
文
化
的
な
事
象
を
い
か

に
結
び
つ
け
る
か
と
い
う
、
地
道
な
漢

文
文
献
へ
の
対
峙
と
自
由
な
発
想
と
を

併
せ
有
し
て
い
る
。
文
学
の
源
流
に
宗

教
的
な
祭
祀
を
想
定
し
、
そ
の
展
開
と

し
て
文
学
的
な
成
形
を
示
す
研
究
は
学

位
論
文
『
巫ふ

系け
い

文
学
論
―
楚
辞
を
中
心

と
し
て
―
』（
昭
和
26
年
初
版
）
と
し

て
結
実
し
た
。
こ
の
研
究
の
構
想
は
、

文
学
の
原げ

ん

委い

を
考
察
す
る
と
き
、
中
国

古
代
の
い
わ
ゆ
る
宗
教
祭
祀
を
担
っ
た

「
巫
」「
祝
」「
史
」
の
役
割
、
と
り
わ

け
「
巫
」
の
地
位
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
で
、
文
学
の
発
想
に
与
え
た
影
響
を

解
き
明
か
そ
う
と
す
る
斬
新
な
も
の
で

あ
る
。
と
く
に
中
国
文
学
の
二
大
源
流

の
一
つ
と
さ
れ
、
宗
教
的
色
彩
の
濃
い

「
楚
辞
」
に
当
て
は
め
解
明
し
た
。

　

代
表
的
著
作
に
は
、
他
に
『
中
国
の

文
学
と
礼
俗
』（
昭
和
51
年
、
角
川
書

店
）『
楚
辞
』（
昭
和
42
年
、
漢
詩
大
系

三
、
集
英
社
）『
角
川
漢
和
中
辞
典
』

（
貝
塚
茂
樹
・
小
野
忍
と
共
編
、
昭
和

34
年
）
な
ど
が
あ
る
。

　

輪
読
や
輪
講
を
中
心
に
進
め
ら
れ
る

大
学
院
の
授
業
は
原
典
を
精
確
に
訓
詁

す
る
手
法
で
文
字
の
背
景
に
あ
る
発
想

を
追
っ
て
い
き
、
文
学
が
何
を
言
お
う

と
す
る
か
を
闡せ

ん

明め
い

す
る
手
法
を
採
っ

た
。
板
書
は
筆
圧
の
強
い
楷
書
で
、
講

義
に
必
要
な
原
典
は
原
稿
用
紙
に
手
書

き
さ
れ
た
。
複
写
機
の
使
用
を
申
し
出

た
が
、
数
名
の
授
業
の
場
合
に
は
人
数

分
を
ご
自
身
が
書
写
さ
れ
た
。
受
講
生

に
は
宝
物
を
得
た
思
い
が
し
た
。
ゆ
っ

く
り
と
受
講
者
の
理
解
を
促
す
よ
う
に

話
さ
れ
る
講
義
は
、
今
も
そ
の
温
容
と

と
も
に
脳
裏
に
蘇
る
。

　

京
都
大
学
、
慶
応
義
塾
大
学
、
明
治

大
学
、
大
東
文
化
大
学
で
も
教

を
執

っ
た
。
本
学
学
生
部
長
、
図
書
館
長
、

折
口
博
士
記
念
古
代
研
究
所
長
を
歴
任

し
た
。
そ
の
住
ま
い
旧
淀
橋
区
（
現
・

新
宿
区
）
柏
木
、
ま
た
「
歳
寒
く
し
て

松
柏
の
凋し

ぼ

む
に
後お

く

る
る
を
知
る
」
の
古

語
に
ち
な
み
「
柏
軒
」
と
号
し
た
。

文
学
部
教
授（
特
別
専
任
）
赤
井
益
久

折
口
信
夫
の
薫
陶
を
受
け
た

国
学
院
漢
学
の
継
承
者　

藤
野
岩
友

藤野岩友

院友会が新年交歓会

　国学院大学院友会による恒例の「新年院友
交歓会」が１月25日、渋谷キャンパス有栖
川宮記念ホールで行われた。挨拶に立った𠮷
田茂穗会長は、本学が総合３位に入った箱根
駅伝に触れ「国学院大学が自分の中で大きい
存在だったことを引き出してくれた」とし、
「後輩たちが頑張っている姿が院友のエネル
ギーになっている。これからも輝き続けてい
ただきたい」と述べた。
　懇談の合間には、院友会による学術・スポ
ーツ振興基金の目録の贈呈があったほか、恒
例の福引き大会では、落語家の三遊亭遊吉さ
ん（昭57卒・90期文Ⅱ）の軽妙な進行で会
場が大いに盛り上がった。

団体・個人の成績

柔道部＝モナコ国際柔道大会が昨年12月８
日、モナコで行われた。近年の成績が評価さ
れ、同国柔道連盟からの招待を受け参加した
柔道部は、１回戦から準決勝までフランスか
ら参加したチームを退けた。決勝はロシアナ
ショナルチームに３―４で敗れ準優勝だっ
た。
陸上競技部＝第25回天皇盃全国都道府県対
抗男子駅伝競走大会が１月19日、広島市で
行われ、陸上競技部の３選手が郷土のたすき
をつないだ。３区に出場の浦野雄平選手（経
営４・富山県代表）は、７人抜きの好走で
24分10秒（区間13位）をマーク。７区では
藤木宏太選手（神文２・北海道代表）が38
分01秒で区間15位、中西大翔選手（健体１
・石川県代表）が38分06秒で同20位だった。
　第74回香川丸亀国際ハーフマラソン大会
は２月２日、香川県丸亀市で行われ、陸上競
技部の６選手が出場した。青木祐人選手（経
ネ４）は国内の学生歴代８位となる１時間１
分32秒で14位。６人中４人が自己ベストを
更新し好記録が続出した。
　神奈川マラソンが２月２日、横浜市で行わ
れ、ハーフマラソン女子で久保田かえで選手
（経ネ３）が１時間16分06秒で優勝した。
卓球部＝関東学生卓球連盟が主催する第54
回会長杯争奪卓球大会が昨年12月14、15
日、駒沢屋内球技場（世田谷区）で行われ
た。女子ダブルスでは、小畑美菜（初教１）
・髙橋沙希（法１）ペアが ３―２で黒坂理
帆（初教３）・小林美結（経ネ２）ペアを下
し優勝した。女子シングルスでは髙橋選手が
準決勝で敗れ３位だった。小畑・髙橋ペア
は、10月に行われる第87回全日本大学総合
選手権大会個人の部の出場が内定した。
スポーツチャンバラ部＝全日本学生大会が昨
年12月22日、小田原アリーナ（神奈川県小田
原市）で行われ、男子団体で優勝。男子新人の
部のグランドチャンピオンに長剣フリー、長
剣両手でも優勝した加藤知大選手（神文１）が
輝いた。そのほか、男子有段の部楯長剣（有級）
で大田原嶺選手（史２）が優勝した。

　

令
和
元
年
度
学
校
法
人
国
学
院
大

学
補
正
予
算
は
、１
月
30
日
の
理
事

会
・
評
議
員
会
で
承
認
、成
立
し
た
。

◇
資
金
収
支
予
算

　

資
金
収
支
予
算
は
、
会
計
年
度
中

の
す
べ
て
の
収
入
お
よ
び
支
出
の
内

容
と
支
払
資
金
の
顛
末
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

◇
事
業
活
動
収
支
予
算

　

事
業
活
動
収
支
予
算
は
、
①
教
育

活
動
②
教
育
活
動
以
外
の
経
常
的
な

活
動
③
①
②
以
外
の
活
動
に
対
応

す
る
事
業
活
動
収
入
お
よ
び
事
業
活

動
支
出
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
当
該
会
計
年
度
に
お
い
て

基
本
金
に
組
み
入
れ
る
額
を
控
除
し

た
、
当
該
会
計
年
度
の
諸
活
動
に
対

応
す
る
す
べ
て
の
事
業
活
動
収
入
お

よ
び
事
業
活
動
支
出
の
状
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、「
３
つ
の
活
動
に
対

応
す
る
事
業
活
動
収
入
お
よ
び
事
業

活
動
支
出
の
内
容
を
明
ら
か
に
す

る
」
＝
区
分
経
理
、「
均
衡
の
状
態

を
明
ら
か
に
す
る
」
＝
収
支
の
均
衡

＝
を
主
な
目
的
と
し
て
い
る
。

　

詳
細
は
本
学
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い

る
。

（
財
務
部
経
理
課
）

令
和
元
年
度
補
正
予
算
成
立

収入の部
科目 補正予算 予算 増減

学生生徒等納付金収入  13,258  13,141  117
手数料収入  716  683  33
寄付金収入  449  419  30
補助金収入  2,271  2,242  29
資産売却収入  0  0  0
付随事業・収益事業収入  188  150  38
受取利息・配当金収入  191  122  69
雑収入  427  399  28
借入金等収入  596  596  0
前受金収入  2,481  2,388  93
その他の収入  5,067  4,705  362
資金収入調整勘定  △2,769  △2,556  △213
当年度収入合計  22,875  22,289  586
前年度繰越支払資金  9,453  7,598  1,855
収入の部合計  32,328  29,887  2,441

支出の部
科目 補正予算 予算 増減

人件費支出  9,595  9,358  237
教育研究経費支出  4,025  4,042  △17
管理経費支出  1,399  1,264  135
借入金等利息支出  12  15  △3
借入金等返済支出  820  820  0
施設関係支出  3,416  4,103  △687
設備関係支出  339  382  △43
資産運用支出  4,522  2,428  2,094
その他の支出  401  261  140
予備費  499  499  0
資金支出調整勘定  △233  △150  △83
当年度支出合計  24,798  23,023  1,775
翌年度繰越支払資金  7,530  6,864  666
支出の部合計  32,328  29,887  2,441

資金収支補正予算書 平成31年４月１日から令和２年３月31日まで （単位：百万円）

教
育
活
動
収
支

事業活動
収入の部

科目 補正予算 予算 増減
学生生徒等納付金 13,258 13,141 117
手数料 716 683 33
寄付金 172 142 30
経常費等補助金 2,251 2,222 29
付随事業収入 188 150 38
雑収入 427 399 28
教育活動収入計 17,012 16,737 275

事業活動
支出の部

人件費 9,615 9,293 322
教育研究経費 5,696 5,660 36
管理経費 1,457 1,402 55
教育活動支出計 16,768 16,355 413

教育活動収支差額 244 383 △139

教
育
活
動
外
収
支

事業活動
収入の部

受取利息・配当金 191 122 69
その他の教育活動外収入 0 0 0
教育活動外収入計 191 122 69

事業活動
支出の部

借入金等利息 12 15 △3
その他の教育活動外支出 0 0 0
教育活動外支出計 12 15 △3

教育活動外収支差額 179 106 73
経常収支差額 423 489 △66

特
別
収
支

事業活動
収入の部

科目 補正予算 予算 増減
資産売却差額 0 0 0
その他の特別収入 312 312 0
特別収入計 312 312 0

事業活動
支出の部

資産処分差額 98 22 76
その他の特別支出 81 0 81
特別支出計 179 22 157

特別収支差額 133 289 △156
　［予備費］ 499 499 0
基本金組入前当年度収支差額 57 279 △222

　基本金組入額合計 ※△4,558 △5,411 853
　当年度収支差額 △4,501 △5,132 631
　前年度繰越収支差額 △3,629 △5,560
　基本金取崩額 0 0
　翌年度繰越収支差額 △8,130 △10,692
（参考）
　事業活動収入計 17,515 17,171 344
　事業活動支出計 17,458 16,892 566
※■第1号基本金…37億5,800万円
教育の質向上のために取得した固定資産の価格

　■ 第2号基本金…3億円
教育の質向上のために将来取得する固定資産取得に充てるもの

　■ 第3号基本金…5億円
基金として継続的に保持しかつ運用する資産となるもの

事業活動収支補正予算書 平成31年４月１日から令和２年３月31日まで （単位：百万円）



※

く
さ

※
千
度
大
祓　

い
わ
き
で
の
千
度

大
祓
は
１
０
０
人
の
神
職
が
10

巻
の
大
祓
詞
を
読
み
上
げ
る

ふ る さ と を 守 る

災害
守

宗教と

インタビューの詳細は、本学ホームページ内「国学院大学メディア」に掲載。

※
放
生
会　

仏
教
思
想
に
基
づ
く

供
養
の
行
事
だ
が
、
大
分
・
宇

佐
神
宮
、
京
都
・
石
清
水
八
幡

宮
、
福
岡
・
筥
崎
宮
な
ど
八
幡

神
を
祀
る
神
社
で
も
斎
行
さ
れ

て
い
る

地元・福島県浪江町で復活奉納された「請戸の田植え踊」
＝平成31年２月17日（黒﨑教授提供）

くろさき・ひろゆき　専門は宗教社会学。
近著に『神道文化の現代的役割―地域再
生・メディア・災害復興』（弘文堂）がある。

福島県いわき市で斎行された９回目の「千度大祓」福島県いわき市で斎行された９回目の「千度大祓」
＝令和元年７月14日＝令和元年７月14日

東日本大震災から半年後の「奇跡の一本松」。一
度は枯死したが、モニュメントとして「よみがえ
り」を果たした＝平成23年９月、岩手県陸前高
田市（産経編集センター提供）

﨑
﨑

﨑

﨑

﨑

①

②

③

④
﨑

■
被
災
神
社

■
神
社
が
避
難
所
・
救
援
拠
点
に

■
神
社
界
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る

救
援
・
支
援

■
神
社
再
建
・
祭
礼
再
開
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
維
持

■
慰
霊
・
鎮
魂
・
復
興
祈
願

被
災
神
社

黒
﨑
教
授
が
指
摘
す
る
東
日
本
大
震
災
で
の
実
例

避
難
所
と
し
て
の
「
神
社
」
の
利
点
と
課
題

祭
礼
、民
俗
芸
能
を「
よ
り
ど
こ
ろ
」に

「
寄
り
添
う
姿
勢
」強
調  　
　

黒
﨑
教
授

﨑
浩
﨑
浩

日

㈯

時場料

「
都
市
防
災
」を
考
え
る

29
日
に
渋
谷
学
シ
ン
ポ

福島県いわき市で「千度大祓」を斎行

想像以上に広がった支援の輪想像以上に広がった支援の輪
山名 隆史 大国魂神社禰宜（平２卒・98期史Ⅱ、平３修・99期神専攻）

福島県浪江町の「請戸の田植え踊」復活を支える

ひたすら「よみがえり」を祈るひたすら「よみがえり」を祈る
山名 隆弘 大国魂神社宮司（昭39卒・72期史、平27修・123期博後史）

■千度大祓と国学院大学
　いわき大祓の会の趣旨に国学院大学の教員らが
賛同し、２回目の斎行となった平成24年から学生
らとともに「千度大祓」に参加している。参加に際
しては、事前に現地入りし、地元神職らの案内で被
災した神社などを見学。震災の記憶風化を防ぐと
ともに、防災意識の向上にも役立てている。
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国
学
院
大
学
と
ス
ク
ー
ル
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
（
高
校
生
新
聞
社
）
に
よ
る

第
23
回
全
国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス

ト
（
協
賛
：
国
学
院
大
学
若
木
育
成
会

・
国
学
院
大
学
院
友
会
・
国
学
院
大
学

北
海
道
短
期
大
学
部
、
後
援
：
文
部
科

学
省
・
全
国
高
等
学
校
長
協
会
・
全
国

高
等
学
校
国
語
教
育
研
究
連
合
会
・
日

本
進
路
指
導
協
会
）
と
、
第
15
回
「
地

域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」
コ
ン
テ
ス
ト

（
協
賛
：
国
学
院
大
学
若
木
育
成
会
・

国
学
院
大
学
院
友
会
・
国
学
院
大
学
北

海
道
短
期
大
学
部
、
後
援
：
文
部
科
学

省
・
農
林
水
産
省
・
全
国
高
等
学
校
長

協
会
・
日
本
進
路
指
導
協
会
）
に
は
、

両
コ
ン
テ
ス
ト
合
わ
せ
て
２
万
４
６
１

点
（
創
作
コ
ン
テ
ス
ト
１
万
９
８
５
２

点
、
伝
承
文
化
コ
ン
テ
ス
ト
６
０
９

点
）
の
応
募
が
あ
り
、
昨
年
末
に
部
門

ご
と
の
入
賞
作
が
決
ま
っ
た
（
学
報
12

月
号
で
既
報
）
。
「
創
作
コ
ン
テ
ス

ト
」
は
、
『
背
高
泡
立
草
（
せ
い
た
か

あ
わ
だ
ち
そ
う
）
』
で
第
１
６
２
回
芥

川
賞
（
２
０
１
９
年
下
半
期
）
を
受
賞

し
た
古
川
真
人
さ
ん
も
最
優
秀
賞
（
第

９
回
、
05
年
）
に
輝
く
な
ど
の
実
績
が

あ
る
。
今
号
で
は
、
両
コ
ン
テ
ス
ト
で

栄
冠
を
射
止
め
た
各
部
門
の
最
優
秀
賞

作
品
７
点
を
紹
介
す
る
。

全
国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト

現
代
詩
の
部
：
「
僕
と
乳
房
」
𠮷
田
眞

子
さ
ん
（
兵
庫
・
神
戸
大
学
付
属
中
等

教
育
学
校
４
年
）
▽
短
歌
の
部
：
德
森

大
悟
さ
ん
（
鹿
児
島
・
ラ
・
サ
ー
ル
高

３
年
）
▽
俳
句
の
部
：
鈴
木
萌
晏
さ
ん

（
岩
手
・
水
沢
高
２
年
）

「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」

コ
ン
テ
ス
ト

折
口
信
夫
賞
：
「
民
具
を
活
用
し
た
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
参
加
者
に
与
え
る

影
響
」
中
島
渚
さ
ん
（
鹿
児
島
・
屋
久

島
高
３
年
）
＝
地
域
文
化
研
究
部
門

（
個
人
）
も
受
賞
▽
地
域
文
化
研
究
部

門
（
団
体
）
：
「
イ
チ
イ
か
ら
た
ど
る

『
飛
驒
の
な
り
た
ち
』
―
飛
驒
の
伝
承

文
化
に
学
ぶ
―
」
（
岐
阜
・
益
田
清
風

高
地
域
研
究
）
▽
地
域
民
話
研
究
部

門
（
団
体
）
：
「
こ
ん
な
ん
あ
っ
た
け

ん
調
べ
て
み
た
!!
―
久
谷
地
区
・
砥
部

町
の
伝
承
た
ち
―
」
（
愛
媛
・
東
温
高

郷
土
芸
能
部
）
▽
地
域
民
話
研
究
部
門

（
個
人
）
：
「
日
本
人
と
『
桜
』
の
伝

説
に
つ
い
て
」
砂
野
光
咲
さ
ん
（
愛
媛

・
済
美
平
成
中
等
教
育
学
校
４
年
）

珠
玉
の
７
作
品
を
紹
介

高
校
生
向
け
２
コ
ン
テ
ス
ト校

生
に
語
っ
て
も
ら
い
、
最
後
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
と
し

て
、高
齢
者
に
と
っ
て
は
、若
い
世
代
と

の
交
流
の
場
と
な
り
気
分
の
高
揚
か
ら

記
憶
が
再
生
さ
れ
、笑
顔
や
口
数
が
増

加
し
、昔
の
暮
ら
し
を
教
え
た
い
と
い

う
気
持
ち
を
高
め
た
。高
校
生
に
と
っ

て
は
、高
齢
者
世
代
と
の
交
流
の
場
と

な
り
、民
具
を
活
用
し
た
良
い
効
果
を

実
感
し
、昔
を
知
る
満
足
感
に
つ
な
が

っ
た
。施
設
職
員
に
と
っ
て
は
、昔
を
学

ぶ
場
と
な
り
、日
ご
ろ
支
援
す
る
高
齢

者
を
理
解
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

ま
た
、民
具
が
高
齢
者
に
与
え
る
効
果

を
実
感
し
、有
効
な
支
援
の
一
つ
と
し

て
認
識
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

今
回
の
研
究
で
は
、
使
わ
れ
な
く
な

っ
た
民
具
の
活
用
法
と
し
て
回
想
法
を

取
り
入
れ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
し
た
。
そ
の
結
果
、
参
加
し
た
高
齢

者
だ
け
で
な
く
、
高
校
生
、
施
設
職
員

な
ど
の
第
三
者
に
も
良
い
効
果
が
見
ら

れ
た
。

◆
今
後
の
課
題

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
で
使
用
す
る
民
具
の
種
類
を

増
や
し
た
り
、
参
加
者
の
居
住
区
域
を

広
げ
た
り
し
て
効
果
を
検
討
し
て
み
た

い
。
ま
た
、
民
具
の
新
た
な
活
用
方
法

を
探
り
、
今
後
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

活
用
す
る
た
め
の
民
具
を
収
集
し
保
存

す
る
た
め
の
有
効
な
方
法
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。

第第
1515
回「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」コ
ン
テ
ス
ト

回「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」コ
ン
テ
ス
ト

◆
応
募
の
動
機

　

２
年
生
の
環
境
コ
ー
ス
の
研
修
で
屋

久
島
町
歴
史
民
俗
資
料
館
を
訪
問
し
た

際
に
民
具
と
出
合
い
興
味
を
持
っ
た
。

屋
久
島
の
民
具
調
査
が
行
わ
れ
た
30
年

後
の
現
状
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
か
ら

消
え
ゆ
く
民
具
の
活
用
方
法
の
一
つ
で

あ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
参

加
者
に
与
え
る
影
響
を
調
査
し
た
。
そ

の
調
査
結
果
を
よ
り
多
く
の
人
に
伝
え

た
い
と
考
え
応
募
し
た
。

◆
内
容
紹
介

【
研
究
１
】
民
具
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
：
民
具
の
認
知
度
、
使
用
、
保

管
、
廃
棄
状
況
に
つ
い
て
高
校
生
１
３

４
人
、
大
人
56
人
を
対
象
に
調
査
し

た
。
そ
の
結
果
、
高
校
生
が
見
た
こ
と

の
あ
る
民
具
で
多
か
っ
た
の
は
、
餅
つ

き
体
験
や
イ
ベ
ン
ト
で
見
た
イ
シ
ウ

ス
、
キ
ネ
、
セ
ン
バ
で
、
大
人
が
現
在

も
使
用
し
て
い
る
の
は
、
タ
ケ
ボ
ー

キ
、
ナ
タ
、
ク
シ
、
ソ
ケ
な
ど
だ
っ

た
。
し
か
し
、
ゴ
ブ
ラ
ン
プ
、
ク
ラ
、

ヒ
ラ
ギ
ワ
イ
、
モ
ミ
ト
オ
シ
な
ど
多
く

の
民
具
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、

古
く
な
っ
た
、置
き
場
所
が
な
い
、使
い

道
が
な
い
―
な
ど
の
理
由
や
使
用
者
の

死
亡
、家
の
改
築
を
き
っ
か
け
に
廃
棄

さ
れ
る
実
態
が
あ
っ
た
。こ
の
状
況
が

続
け
ば
民
具
は
生
活
か
ら
消
え
、昔
の

暮
ら
し
を
知
る
貴
重
な
財
産
が
な
く
な

る
可
能
性
が
あ
る
。そ
の
た
め
、消
え
つ

つ
あ
る
民
具
を
保
存
し
、新
た
な
活
用

方
法
を
探
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。こ

の
結
果
を
受
け
、研
究
２
を
実
施
し
た
。

【
研
究
２
】
民
具
を
使
っ
た
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
：
民
具
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
参
加
者
に
与
え
る
影
響
を
探
る
た

め
、
高
齢
者
30
人
、
高
校
生
９
人
、
施

設
職
員
５
人
を
対
象
に
民
具
を
活
用
し

た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
１
時
間
行
っ

た
。
内
容
は
ス
ラ
イ
ド
に
民
具
を
投
影

し
、
使
用
の
有
無
を
○
×
カ
ー
ド
で
提

示
し
て
も
ら
っ
た
り
、
箱
の
中
に
あ
る

民
具
の
名
称
を
触
っ
た
感
覚
だ
け
で
当

て
て
も
ら
っ
た
り
す
る
ク
イ
ズ
と
し

た
。
ま
た
グ
ル
ー
プ
活
動
で
思
い
出
の

あ
る
民
具
に
つ
い
て
写
真
を
も
と
に
高

折
口
信
夫
賞
・
地
域
文
化
研
究
部
門
（
個
人
）
最
優
秀
賞

中
島
渚
さ
ん
（
鹿
児
島
・
屋
久
島
高
３
年
）

民
具
を
活
用
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

参
加
者
に
与
え
る
影
響

る
。

⑤
飛
驒
河
合
と
山
中
和
紙
：（
省
略
）

　

以
上
の
調
査
を
進
め
る
中
で
、
５
つ

の
テ
ー
マ
に
共
通
す
る
背
景
と
し
て
、

飛
驒
は
山
に
囲
ま
れ
た
森
林
の
多
い
雪

国
で
あ
る
と
い
う
地
形
的
・
気
候
的
な

特
徴
の
つ
な
が
り
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
環
境
の
中
で
生
ま
れ
た

人
々
の
暮
ら
し
や
文
化
こ
そ
が
「
飛
驒

の
な
り
た
ち
」
で
あ
る
と
考
え
る
。
さ

ら
に
、
伝
承
文
化
を
継
承
す
る
担
い
手

が
減
少
し
て
い
る
と
い
う
現
状
が
あ
っ

た
。
今
ま
で
消
え
る
こ
と
な
く
受
け
継

い
で
き
た
文
化
を
、
私
た
ち
の
手
で
次

に
残
し
て
い
き
た
い
。

◆
応
募
の
動
機

　

私
た
ち
の
学
校
の
敷
地
に
は
イ
チ
イ

と
い
う
木
が
並
ん
で
い
る
。
こ
の
木
で

作
っ
た
笏し

ゃ
く
を
天
皇
に
献
上
し
た
と
き
に

正
一
位
の
位
を
授
か
っ
た
と
い
う
伝
承

が
あ
り
、
イ
チ
イ
に
は
「
一
位
」
と
い

う
意
味
や
歴
史
が
あ
る
こ
と
を
、「
地

域
研
究
」
の
授
業
で
学
ん
で
と
て
も
驚

い
た
。
そ
こ
で
、
飛
驒
の
伝
承
や
現
在

に
残
る
文
化
の
研
究
を
通
じ
て
、
未
知

の
「
飛
驒
の
な
り
た
ち
」
を
研
究
す
る

こ
と
に
し
た
。

◆
内
容
紹
介
・
今
後
の
課
題

「
飛
驒
の
な
り
た
ち
」
を
研
究
す
る

に
あ
た
り
、「
飛
驒
と
中
央
の
関
係
が

ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
」
と
い
う
視
点

で
文
献
調
査
を
行
い
、
次
の
５
つ
の
テ

ー
マ
に
分
か
れ
て
現
地
調
査
を
実
施
し

た
。

①
「
両
面
宿す

く
な儺
」
の
伝
説
：『
日
本
書

紀
』
に
は
、「
両
面
宿
儺
」
と
い
う
飛

驒
の
怪
人
が
朝
廷
軍
に
討
伐
さ
れ
た
と

い
う
記
述
が
あ
る
。
一
方
、
地
元
の
伝

承
で
は
宿
儺
は

を
持
っ
て
出
現
し
た

と
さ
れ
、
宿
儺
の
開
創
と
伝
わ
る
寺
院

も
あ
る
。

に
は
木
を
切
り
開
き
、
国

を
拓
く
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
、
良
き
指
導
者
と
し
て

の
伝
承
が
残
っ
て
い
る
。

②
飛
驒
の
馬
と
紙
絵
馬
：（
省
略
）

③
飛
驒
工
：
奈
良
時
代
の
飛
驒
国
は
、

一
部
の
税
が
免
除
さ
れ
る
代
わ
り
に
、

毎
年
多
く
の
男
性
が
木
工
と
し
て
徴
発

さ
れ
労
働
に
従
事
し
た
。
飛
驒
工
と
呼

ば
れ
た
人
々
の
優
れ
た
木
工
技
術
は

『
今
昔
物
語
集
』
に
語
り
継
が
れ
て
い

る
。
飛
驒
工
が
実
際
に
歩
い
て
都
に
向

か
っ
た
東
山
道
飛
驒
支
路
は
、
現
在
も

石
畳
の
残
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
当

時
の
飛
驒
工
の
苦
労
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

④
イ
チ
イ
と
一
位
一
刀
彫
：
笏
木
献
上

の
古
例
は
、
現
在
も
天
皇
陛
下
即
位
の

際
に
飛
驒
一
宮
水
無
神
社
か
ら
イ
チ
イ

の
笏
木
を
上
納
す
る
慣
例
と
し
て
残
っ

て
い
る
。
ま
た
、
飛
驒
で
は
江
戸
時
代

に
一
位
一
刀
彫
と
い
う
伝
統
工
芸
が
成

立
し
た
。
イ
チ
イ
の
素
材
を
自
然
の
ま

ま
に
彫
っ
た
木
工
品
は
、
色
を
使
わ
ず

木
目
の
美
し
さ
を
生
か
し
て
お
り
、
寒

い
土
地
に
育
つ
イ
チ
イ
の
素
材
な
ら
で

は
の
特
徴
が
そ
れ
を
可
能
に
し
て
い

地
域
文
化
研
究
部
門
（
団
体
）
最
優
秀
賞

岐
阜
・
益
田
清
風
高
地
域
研
究

イ
チ
イ
か
ら
た
ど
る『
飛
驒
の
な
り
た
ち
』

―
飛
驒
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
―

◆
応
募
の
動
機

　

愛
媛
県
松
山
市
の
郊
外
に
あ
る
久
谷

地
区
は
中
山
間
地
域
で
、
少
子
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
地
区
に
は
、
お

遍
路
さ
ん
や
狸
に
ま
つ
わ
る
伝
承
が
数

多
く
あ
り
、
こ
の
伝
承
を
掘
り
起
こ
す

こ
と
に
よ
っ
て
久
谷
地
区
を
活
性
化
で

き
な
い
か
と
考
え
、
久
谷
地
区
の
伝
承

調
査
を
開
始
し
た
。

◆
内
容
紹
介
・
今
後
の
課
題

　

東
温
高
等
学
校
郷
土
芸
能
部
は
、久

谷
地
区
に
伝
わ
る
四
国
遍
路
の
元
祖

・
衛
門
三
郎
に
関
す
る「
衛
門
三
郎
伝

説
」、狗い

ぬ

神が
み

刑ぎ
ょ
う
ぶ
だ
ぬ
き

部
狸
を
頭
目
と
す
る「
八

百
八
狸
伝
承
」、砥
部
地
区
に
伝
わ
る
楠

木
正
成
を
摂
津
湊
川
で
討
ち
取
っ
た
豪

勇
・
大
森
彦
七
に
関
す
る「
大
森
彦
七
伝

承
」な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、「
衛
門
三
郎
伝
説
」

の
最
古
の
文
字
記
録
は
永
禄
10
年
に
戦

国
武
将
の
河
野
通
宣
が
作
成
さ
せ
た
、

石
手
寺
刻
板
（
木
の
板
に
文
字
を
刻
ん

だ
記
録
）
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
病

に
臥
せ
っ
て
い
た
通
宣
に
替
わ
っ
て
河

野
家
中
を
動
か
し
て
い
た
久
谷
地
区
の

国
人
領
主
・
平
岡
房
実
が
久
谷
地
区
に

あ
っ
た
衛
門
三
郎
伝
承
を
河
野
氏
の
本

拠
・
道
後
湯
築
城
に
伝
え
、
衛
門
三
郎

が
河
野
の
家
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
し

て
、
河
野
氏
と
衛
門
三
郎
及
び
弘
法
大

師
を
結
び
つ
け
、
河
野
氏
の
伊
予
に
お

け
る
宗
教
的
支
配
の
正
当
性
を
打
ち
立

て
た
可
能
性
が
あ
る
と
推
測
し
た
。
ま

た
、「
八
百
八
狸
伝
承
」
は
、
享
保
期

に
松
山
藩
内
で
起
こ
っ
た
家
老
同
士
の

権
力
争
い
が
藩
主
毒
殺
計
画
に
置
き
換

え
ら
れ
、
享
保
の
大
飢
饉
時
に
起
こ
っ

た
久
万
山
騒
動
と
い
う
惣
百
姓
一
揆
の

群
が
、
狗
神
刑
部
狸
の
眷け

ん

属ぞ
く

で
あ
る
八

百
八
狸
の
モ
デ
ル
で
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
こ
の
点
か
ら
、
久
谷
地
区
に
伝

わ
る
民
間
伝
承
の
裏
に
は
歴
史
的
事
実

が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

地
域
の
人
た
ち
や
久
谷
中
生
徒
か

ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
久
谷

地
区
の
人
た
ち
は
地
元
の
「
衛
門
三

郎
伝
説
」
に
つ
い
て
詳
し
く
知
っ
て
い

る
が
、
隣
の
砥
部
地
区
の
伝
承
で
あ
る

「
大
森
彦
七
伝
承
」
に
つ
い
て
は
知
ら

な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
逆
に
、
砥

部
地
区
の
人
た
ち
は
、「
大
森
彦
七
伝

承
」
に
つ
い
て
は
知
っ
て
い
る
が
、

「
衛
門
三
郎
伝
説
」
に
つ
い
て
は
知
ら

な
い
と
の
答
え
が
多
か
っ
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
伝
承
は
、
現
在
で
も
、
口
伝

に
よ
っ
て
、
狭
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

中
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
研
究
を
元
に
、
久

谷
地
区
の
中
学
生
に
久
谷
へ
の
愛
着
心

を
よ
り
高
め
て
も
ら
お
う
と
考
え
、

「
衛
門
三
郎
伝
説
」
を
紙
芝
居
に
し

て
、
１
年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間

に
体
育
館
で
披
露
し
た
。
今
後
も
、
地

域
に
眠
っ
て
い
る
伝
承
を
掘
り
起
こ

し
、
伝
承
を
通
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
に

元
気
に
な
っ
て
も
ら
う
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

地
域
民
話
研
究
部
門
（
団
体
）
最
優
秀
賞愛

媛
・
東
温
高
郷
土
芸
能
部

こ
ん
な
ん
あ
っ
た
け
ん
調
べ
て
み
た
!!

―
久
谷
地
区
・
砥
部
町
の
伝
承
た
ち
―
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内内容　日日にち　時時間　場場所　対対象　申申し込み　料料金　問問い合わせ
… 在学生　 … 保護者　 … 卒業生　 … 一般　 合合 … 受験生

大学からの
お知らせ
大学大学大大大大学大大大大学学大学学大学学学学学学学大大大学学学学学学学学学学学大学学学学大学大学学大学大大大大大大大大大大大大大大大大学から学か学かかかかかかかかかかからかかかららら学 らららからかららからかかかかかかかかかかかかかかかかかかか学か学か学学学 ららららららららららららららららららららららら大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大 のののののののののののののの
知おお知知お知おおおお知おおお知おおお知知知知知お知知知知知お知お知おおおおおお知 せららせらせらら知ら知らせ知ら知ららせらららららせせせ知らせらせせらせらららら知らら知ら知知 せせせせせせせせせせせせせせせせおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
  令和元年度の卒業式、 
卒業証書・学位記並びに
修了証書授与について

日３月22日㈰
［卒業式］
　場グランドプリンスホテル新高輪「飛天」
　対・時
　　▶ 経済学部・法学部・人間開発学

部＝10時～
　　▶ 文学部・神道文化学部・専攻科

・別科＝13時～
［卒業証書・学位記、修了証書等授与］
　対・時・場
　　▶ 経済学部・法学部＝13時～、

渋谷キャンパス
　　▶ 文学部・神道文化学部・専攻科・

別科＝16時～、渋谷キャンパス
　　▶ 人間開発学部＝13時30分～、

たまプラーザキャンパス
問総務課（☎03・5466・0111）

国学院大学生協への出資金返還
内 生協加入時にお預かりした出資金の 
返還手続きを開始します。
日３月５日㈭～
時 生協事務所の営業時間内　※５日は
11時以降
対今年度卒業生
場・問生協事務所（渋谷・たまプラー
ザ）（☎03・5466・0165）
※ 生協事務所の営業時間は生協ＨＰ
（http://www.kgucoop.or.jp/）を
参照

令和２年度オリエンテーション
内 学部・学科・学年ごとに令和２年度
オリエンテーションを実施します。
在籍確認シール交付、履修相談など
が行われます。日程・場所は学内掲
示や本学ＨＰなどで確認を。
日３月31日㈫～４月４日㈯

  オープンカレッジ新年度の 
受講生募集

内４月に開講する44講座の受講生を
募集します。特別講座を除く各講座
には独自の単位を設定し、累積32
単位となった時点で「国学院大学オ
ープンカレッジ修了証」を授与しま
す。講義内容などの詳細は本学ＨＰ
（https://www.kokugakuin.ac.jp/
general/eventlist/p1）で確認を。
対・料
［入会金］

　▶一般＝5000円
　▶ 院友（本学卒業生）、若木育成会
会員（在学生保護者など）、本学
科目等履修生、他校学生・生徒＝ 
3000円

　▶本学学生・本法人教職員＝無料
［受講料（テキスト代含まず）］
　▶５回講座＝１万1000円
　▶10回講座＝２万2000円
　※ 若木育成会会員、本学の学生・教
職員、渋谷区・横浜市青葉区在住
者、他校学生・生徒は半額

申 前述の本学ＨＰまたはパンフレット
（電話・ＦＡＸで請求）で開講講座
を確認し、「受講申込ハガキ」また
は「ＦＡＸ用受講申込書」で申し込
みを。申し込み期限は３月23日㈪。
問エクステンションセンター
　（☎03・5466・0270、
　　ふ03・5466・0394、
　　め jigyo@kokugakuin.ac.jp）博物 館博博博博博博博博物物物博博博博博博博博博博博博物物博博博博博物 館物物物物物 館物 館館館館館館館館館館館館館物物物物物物物物物物物 館物物 館館館館物 館館館館館物物物物物

料無料
時 10時～18時（入館は17時30分まで）、
　 ３月16日㈪～19日㈭、４月27日㈪
～５月１日㈮は休館

  春の特別列品「国学院大学図
書館の名品～神の新たな物語
―熊野と八幡の縁起～」

内 神社・寺院の由来や、神仏の不思議
な力である霊験を語る物語を縁起と

呼びます。これらは、社寺や人々の
信仰に根ざしたものでした。本展で
は、国学院大学図書館が所蔵する熊
野の神々や八幡神（応神天皇）とそ
の母・神功皇后をめぐる縁起絵巻の
数々を展示し、物語から中世の神々
の姿を見ていきます。
日３月20日（金・祝）～５月10日㈰まで
場博物館企画展示室

※ 博物館関連イベントの問い合わせは
　☎03・5466・0359
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  学内合同企業説明会・ 
公務員採用説明会 

内 本学学生を採用する意欲が高い企業
・団体の採用担当者からじかに話を
伺うことができる合同説明会です。
一日で多くの企業・団体と出会うこ
とが出来ます。毎年、この説明会を

きっかけに内定を獲得する学生もい
ますので、業界・企業・職種研究を
進めるとともに、自分に合ったオン
リーワン企業を探しましょう！
日３月４日㈬・５日㈭の終日
対３年生
※ いずれも渋谷キャンパスで開催。詳細
確認・申し込みはK-SMAPYⅡの「就職
／各種面談」→「セミナー申込」から

◆
応
募
の
動
機

　

小
学
生
の
頃
、「
う
ば
桜
伝
説
」
と

い
う
伝
説
を
初
め
て
耳
に
し
た
。
特
に

伝
説
に
興
味
が
な
か
っ
た
私
は
、
中

学
２
年
の
冬
に
、「
う
ば
桜
伝
説
」
の

話
を
祖
母
と
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
再
び
そ
れ
を
思
い
出
し
、「
う
ば
桜

伝
説
」
を
テ
ー
マ
に
論
文
を
書
き
上
げ

た
後
、
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
存
在
を
知

り
、
応
募
を
決
め
た
。

◆
内
容
紹
介

　

県
内
の
桜
の
伝
説
（
十
六
桜
伝
説
・

薄
墨
桜
伝
説
・
う
ば
桜
伝
説
・
お
姫
桜

の
吉
凶
占
い
）
及
び
県
外
の
桜
の
伝
説

（
血
脈
桜
・
血
桜
・
世
間
桜
・
世
の
中

桜
・
は
な
さ
か
じ
い
さ
ん
の
昔
話
）
を

調
べ
、
共
通
点
を
探
し
た
結
果
、
桜
は

こ
の
世
の
超
次
元
的
な
こ
と
と
人
間
を

つ
な
ぐ
役
割
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
き

た
こ
と
、
伝
説
に
は
時
代
と
と
も
に
変

わ
り
ゆ
く
性
質
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が

分
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
伝
説

は
、
昔
の
日
本
人
か
ら
受
け
継
が
れ
て

き
た
思
想
の
ほ
ん
の
一
部
分
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
い
え

る
。
ま
た
、「
花
咲

」
に
つ
い
て
柳

田
国
男
は
、「
元
は
山
の
神
様
、
神
の

使
い
で
あ
る
犬
の
両
者
に
つ
い
て
の
民

話
だ
っ
た
の
に
、
近
世
に
か
け
て
童
話

化
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
内
容
が
物
語
の

面
白
さ
を
重
視
し
た
も
の
に
移
り
変
わ

っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
伝
説
は
、
昔

の
人
の
精
神
や
思
考
に
限
り
な
く
近
づ

け
る
装
置
で
あ
る
一
方
で
、
現
代
人
に

都
合
の
良
い
解
釈
と
な
る
よ
う
に
中
身

が
改
変
さ
れ
、
後
に
は
一
度
聞
い
た
だ

け
で
は
何
を
伝
え
た
か
っ
た
の
か
分
か

ら
な
い
と
い
っ
た
事
態
を
引
き
起
こ
し

て
し
ま
う
存
在
で
も
あ
る
。

◆
今
後
の
課
題

　

伝
説
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち

が
、
自
分
自
身
に
つ
い
て
深
く
知
る
こ

と
と
同
義
。
こ
れ
が
伝
説
の
魅
力
の
正

体
で
あ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
人
々
は

伝
説
を
調
べ
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
興

味
さ
え
な
い
。
そ
れ
は
、
伝
説
の
知
名

度
か
ら
見
て
取
れ
る
。
新
し
い
も
の
に

ば
か
り
目
が
く
ら
ん
で
、
自
分
の
足

元
、
つ
ま
り
は
根
底
に
あ
る
思
考
回
路

に
つ
い
て
全
く
顧
み
な
い
と
い
う
の

は
、
と
て
も
危
険
な
行
為
で
あ
る
し
、

日
本
人
と
し
て
悲
し
い
行
為
だ
。
伝
説

の
持
つ
神
秘
的
な
魅
力
に
つ
い
て
も
多

く
の
人
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
が
、
そ
れ

以
上
に
、
与
え
ら
れ
て
い
る
素
晴
ら
し

い
権
利
を
自
ら
手
放
し
て
し
ま
っ
て
い

る
と
い
う
危
機
感
に
も
気
付
い
て
ほ
し

い
と
思
う
。
そ
れ
ゆ
え
今
後
の
課
題
と

し
て
は
、
伝
説
を
多
角
的
に
見
つ
め
、

次
世
代
に
伝
え
て
い
く
だ
け
で
な
く
、

伝
説
・
伝
承
の
「
知
名
度
」
に
つ
い
て

も
焦
点
を
当
て
、
さ
ら
に
研
究
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　今回のコンテスト入賞作品を掲載した「全国
高校生創作コンテスト入賞作品集」を制作、２
月下旬に刊行します。短篇小説は佳作までの作
品、現代詩、短歌、俳句の３部門は入選まで全
ての作品を収録。同作品集は、国学院大学広報
課窓口で先着順に無料配布いたします。発送を
ご希望の方も受け付けますので、希望部数と送
付先をご連絡ください。
　「 『 地域の伝承文化に学ぶ』コンテスト入
賞作品集」も２月下旬に刊行を予定していま
す。同作品集もまた、当課で無料配布いたしま
す。
　本号掲載の第15回「地域の伝承文化に学
ぶ」コンテストのリポートは、作品集に掲載す
る文章を再編集したものです。詳しくは作品集
をご覧ください。 
問総合企画部広報課（☎03・5466・0130）

高校生向けコンテスト
『入賞作品集』 を制作

地
域
民
話
研
究
部
門
（
個
人
）
最
優
秀
賞

砂
野
光
咲
さ
ん
（
愛
媛
・
済
美
平
成
中
等
教
育
学
校
４
年
）

日
本
人
と『
桜
』の
伝
説
に
つ
い
て

そ
ば
に
い
て
み
ん
な
を
優
し
く
し
た
い
か
ら
半
濁
点
に
僕
は
な
り
た
い

短
歌
の
部　

最
優
秀
賞德

森
大
悟
さ
ん
（
鹿
児
島
・
ラ
・
サ
ー
ル
高
３
年
）

割
り
箸
に
ご
は
ん
一
粒
春
の
山

俳
句
の
部　

最
優
秀
賞

鈴
木
萌
晏
さ
ん
（
岩
手
・
水
沢
高
２
年
）

僕
の
高
校
ん
時
の
あ
だ
名
は

ち
ち
ふ
さ

漢
字
に
す
る
と
乳
房

そ
う　

こ
れ
は
ち
ぶ
さ

僕
に
は
無
い
け
ど　

や
か
ま
し
い
わ

あ
る
日
の
五
限　

現
文

み
ん
な
で
一
行
ず
つ
読
む
の　

あ
る
で
し
ょ

僕
が
読
む
行
に　

あ
っ
た
ん
で
す

乳
房
（
ち
ぶ
さ
）
が

僕
ホ
ラ
思
春
期
だ
っ
た
ん
で　

な
ん
か

さ
ら
り
と
読
む
の
も
恥
ず
か
し
い
気
が
…

し
な
い
？　

僕
は
し
た
ん
で
す

だ
か
ら
ワ
ザ
と
間
違
え
て
読
ん
だ
ら

僕
は
乳
房
に
興
味
が
無
い　

と
み
ん
な
思
う

そ
う
考
え
て
読
み
ま
し
た
よ

「
輪
郭
の
ぼ
や
け
た
遠
山
は

ま
る
で
流
れ
る
乳
房
（
ち
ち
ふ
さ
）
の
よ
う
だ
」

っ
て　
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第３回 古事記アートコンテスト

特選に村山さん（東海大）、野田さん（熊本・大津高）

　『古事記』に対する理解や日本文化への関心を
促すことを目的とした「第３回古事記アートコン
テスト」（国学院大学古事記学センター主催、神
道文化会共催）の受賞作品が決定した。
　『古事記』の内容に関する絵画やイラストを全国
から募る同コンテストは今回で３回目。大学生、高
校生の２部門に昨年を上回る394点（大学生部門
137点、高校生部門257点）の応募があった。
　最も優秀な作品に授与される特選には、大学生
部門で村山凪沙さん（東海大１年）の「永

えい

想
そう

傾
けい

慕
ぼ

」
が、高校生部門で、野田晟奈さん（熊本・大津高２
年）の「伊

い ざ な み の み こ と

邪那美命」が選ばれたほか、各部門の入
選、佳作、審査員特別賞、団体賞（高校生部門のみ）
が別表（敬称略）のように決まった。
　表彰式が２月９日、渋谷キャンパスで行われ、
受賞者に賞状などが贈られた。
　表彰式では、針本正行学長が「古典作品は語り継
がれて古典になります。絵画を通して具現化した
ことは、『古事記』の新しい解釈が誕生したと言っ
てよいのではないでしょうか。『古事記』が現代に

生きる古典となったことを実感しました」と挨拶。
谷口雅博古事記学センター長（文学部教授）が審査
員を代表し、「『古事記』を周りの人たちに絵やアー
トで広めていただきたい」と期待を込めた。
　特選に選ばれた村山さんは「雄略天皇と赤猪子

の話を描きたくて応募しました。自分らしく絵が
描けたかなと思います」と喜びを語った。
　受賞作品は、本学博物館で３月15日まで展示
されているほか、全国各地での巡回展示も計画さ
れている。

［ 入　選］「ヤマトタケル」
 鈴木京香（東日本デザイン&コンピュータ専門学校１年）
  「因幡の素兎」潮嘉子（倉敷芸術科学大４年）
［佳　作］  「天照大御神」宮本桃衣（哲３）

「天照大御神」本馬彩花（京都市立芸術大学大学院修士課程２年）
「受け継ぐもの」下岡紗耶加（神文１）

［審査員特別賞］
  「古事記 神代」長谷川さくら（日文２）

大学生部門
［ 入　選］「須佐之男降臨」茶之原侑以（広島・安田女子高２年）
  「木花咲耶姫の決意」上村沙優理（大阪・吹田東高２年）
［佳　作］「黄泉への誘い」伊藤青葵（埼玉・蓮田松韻高１年）

「出会いと別れ」川上春花（神奈川・東海大付属相模高２年）
「契」山本佳穂（神奈川・東海大付属相模高２年）

［審査員特別賞］
  「古事記 検索」阿部麗花（神奈川・東海大付属相模高３年）
［団体賞］  宮崎日本大学高

高校生部門

大学生部門 永想傾慕永想傾慕
村山凪沙さん（東海大１年）

高校生部門 伊邪那美命伊邪那美命
野田晟奈さん（熊本・大津高２年）

表
彰
式
に
出
席
し
た
受
賞
者
ら
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